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道指定鳥獣保護区等の指定について 

 

１．北海道環境審議会に諮問する鳥獣保護区の指定等 

（１）諮問の根拠 

 ○ 鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律に基づき、鳥獣保護

区の指定等（鳥獣保護区の指定及び変更（区域拡張）並びに鳥獣保護区特別

保護地区の指定（再指定含む）及び変更（区域拡張及び存続期間延長））をす

るときは、第 28 条第９項及び第 29 条第４項において準用する第４条第４項

の規定に基づき、自然環境保全法第 51 条第１項の規定により設置される審議

会の意見を聴くこととされている。 

 ○ この規定に基づき、北海道環境審議会条例（平成６年北海道条例第 34 号）

に基づき設置している北海道環境審議会（以下「審議会」という。）に鳥獣保

護区特別保護地区の指定（再指定）を諮問する。 

   なお、審議会には条例第 7 条第 1 項の規定に基づき自然環境部会が設置さ

れ、鳥獣保護区の指定等については、審議会運営要領第２条の規定により当

該部会に付託された審議指定事項となっている。 

 

鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律  

 

 

 

 

 

（２）諮問案件 

   令和６年９月 30 日をもって存続期間が満了する鳥獣保護区の更新に係る

特別保護地区の指定（再指定）について諮問する。  

第 28 条第 1 項 
 知事は、鳥獣の保護を図るため
特に必要があると認めるときは、

鳥獣保護区として指定すること
ができる。 

第 29 条第 1 項 
 知事は、鳥獣保護区内で特に必
要があると認める区域を特別保

護地区として指定することがで
きる。 

第 28 条第９項 
 第４条第４項の規定は、第１項
の規定により知事が行う指定及
び変更（鳥獣保護区の区域を拡張
するものに限る。）について、準
用する。 

第 29 条第４項 
 第４条第４項の規定は、第１項
の規定により知事が行う指定及
び変更（特別保護地区の区域を拡
張し、又は存続期間を延長するも
のに限る。）について、準用する。 

第４条第４項 

 知事は、鳥獣保護管理事業計画を定め、又はこれを変更し
ようとするときは、あらかじめ審議会の意見を聴かなければ
ならない。 
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２．鳥獣保護区等指定に係る事務手続きの流れ（令和６年度） 

 

 

         ・ 関係地方公共団体の意見聴取、利害関係人との調整 

          ・ 関係行政機関等との調整 

          ・ 道庁内関係部署との調整 

 

 

          ・ 公衆の縦覧（令和６年７月４日～18 日） 

 

 

          ・ 北海道環境審議会自然環境部会（令和６年７月 30 日） 

 

 

          ・ 令和６年８月中旬 

 

 

          ・ 令和６年９月下旬 

 

３．鳥獣保護区の指定区分 

 

  

指定区分 指　　　定　　　方　　　針

森 林 鳥 獣
生 息 地

森林に生息する鳥獣の保護を図るため、多様な鳥獣が生息する地域
や鳥獣の生息に適している地域を指定し、区域の形状は、できる限
りまとまりをもった団地状となるように努める。

集 団
渡 来 地

集団で渡来する渡り鳥の保護を図るため、渡来する鳥類の種数又は
個体数が多い湿地や湖沼等を含む地域を指定する。

生 息 地
回 廊

生息地が分断された鳥獣の保護を図るため、鳥獣の移動経路として
の機能の回復が見込まれる地域のうち必要な地域を指定する。

身 近 な 鳥 獣
生 息 地

市街地及びその近郊における鳥獣の良好な生息地又は自然とのふれ
あい等を通じた環境教育の場の確保を図るため、必要な地域を指定
する。

希 少 鳥 獣
生 息 地

環境省レッドリスト又は北海道レッドリストに基づく絶滅のおそれ
のある鳥獣や地域個体群等の保護を図るため、これら鳥獣の保護上
必要な地域を指定する。

大 規 模
生 息 地

行動圏が広域に及ぶ大型鳥獣をはじめとする多様な鳥獣の保護を図
るため、猛禽類や大型哺乳類を含む多様な鳥獣が生息する地域を指
定し、指定面積は、１か所当たり１万ヘクタール以上とする。

集 団
繁 殖 地

集団で繁殖する鳥獣の保護を図るため、鳥獣の集団繁殖地のうち必
要な地域を指定する。

指定計画書案作成 

指定計画書案の告示 

審議会への諮問・答申 

環境大臣への届出 

北 海 道 告 示 
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令和６年度 鳥獣保護区特別保護地区（再指定）位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 名称 指定 指定区分 （総合）振興局 市町村

① 利根別 再 森林鳥獣 空知 岩見沢市

② 金剛沢 再 森林鳥獣 空知 芦別市

③ 鷹泊 再 森林鳥獣 空知 深川市

④ 青山 再 森林鳥獣 石狩 当別町

⑤ コックリ湖 再 森林鳥獣 後志 蘭越町

⑥ 幌満 再 森林鳥獣 日高 様似町

⑦ 浮島 再 森林鳥獣 上川 上川町

⑧ 中愛別 再 森林鳥獣 上川 愛別町

⑨ 和寒 再 森林鳥獣 上川 和寒町

⑩ 古丹別 再 森林鳥獣 留萌 苫前町
⑪ 遠別 再 森林鳥獣 留萌 遠別町
⑫ 屈斜路 再 森林鳥獣 釧路 弟子屈町
⑬ 厚岸 再 森林鳥獣 釧路 厚岸町
⑭ 温根沼 再 森林鳥獣 根室 根室市
⑮ 養老牛 再 森林鳥獣 根室 中標津町

①利根別 

②金剛沢 

③鷹泊 

④青山 

⑤コックリ湖 

和寒 ⑧中愛別 

古丹別⑩ 

⑪遠別 

屈斜路湖⑫ 

⑭温根沼 

⑬厚岸 

⑮養老牛 

⑥幌満 

⑦浮島 

⑨ 



①利根別鳥獣保護区特別保護地区区域図

鳥獣保護区

特別保護地区

-４-

1



利根別鳥獣保護区
（特別保護地区）

- ５ -
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別記様式１

道指定利根別鳥獣保護区

利根別特別保護地区

指定計画書（道案）

令和６年（2024年）６月26日

北 海 道
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１ 保護に関する指針等

(1) 特別保護地区の名称

利根別鳥獣保護区特別保護地区

(2) 特別保護地区の区域

道指定利根別鳥獣保護区のうち、国有林空知森林管理署41林班い４小班、ろ及びチの各小班の区

域

(3) 特別保護地区の存続期間

令和６年（2024年）10月１日から令和26年（2044年）９月30日まで（20年間）

(4) 特別保護地区の保護に関する指針

① 道指定鳥獣保護区の指定区分

森林鳥獣生息地

② 特別保護地区の指定目的

全般に緩斜地でトドマツ、エゾマツ、ミズナラ、カツラ、シナノキ、イタヤ等からなる天然性

の針広混交林である。各地に湧水があり、変化に富んだ地況であり、森林性鳥獣の生息環境とし

て好適なため、当初林野庁により鳥獣保護区及び特別保護地区に指定されている。（昭和59年に

道指定鳥獣保護区及び特別保護地区に移管）

当該地域は、特に鳥獣の生息地として良好な環境であるため特別保護地区に指定されたもので

あり、現在の存続期間の満了にあたり、引き続き鳥獣の生息環境を保全するため、特別保護地区

を指定する。

管理方針

・定期的に巡視を実施するなどにより鳥獣の生息状況を確認し、また、違法行為や鳥獣の生息

を阻害する行為の防止に努めるなど、鳥獣の安定した生息が図られるよう適切な管理に努める。

・農林業被害や人身事故の危険を踏まえた有害鳥獣捕獲の申請に対しては、被害等の事情を考

慮し適切に対応する。

２ 特別保護地区に指定しようとする土地の地目別面積及び水面の面積

総面積 35 ha

内訳

ア 形態別内訳

林 野 34.92 ha

農耕地 0 ha

水 面 0 ha

その他 0 ha
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イ 所有者別内訳

国有地 34.92 ha 保安林 34.92 ha

制限林 34.92 ha 砂防指定地 0 ha

林野庁所管 34.92 ha

普通林 0 ha その他 0 ha

国有林 文部科学省所管 0 ha

（以下所管省庁別に記載）

財務省 0 ha

国有林以外の国有地（所管省庁別に記載）

国土交通省 0 ha

都道府県有地 0 ha

地方公共団体有地 0 ha

市町村有地等 0 ha

私有地等 0 ha

公有水面 0 ha

ウ 他の法令（条例を含む）による規制区域

法（条例）の名称 面積 地種区分 面積

（指定地域等の名称） （ha） （特別保護地区、特別地域等） （ha）

森林法 34.92 水源かん養保安林 34.92

保健保安林

３ 指定区域における鳥獣の生息状況

(1) 当該地域の概要

ア 特別保護地区の位置

道指定利根別鳥獣保護区の西部に位置する。

イ 地形、地質等

農耕地、貯水池に隣接した緩斜地である。

ウ 植生の概要

大部分がミズナラ、シナノキ、カツラ、イタヤなどを中心とした広葉樹で、これにトドマツ、

エゾマツの針葉樹が混交している天然性の針混交林で、森林の環境は良好である。

エ 動物相の概要

良好な林相を反映し、森林性の鳥獣が多く生息する。

(2) 生息する鳥獣類

別表のとおり
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(3) 当該地域の農林水産物の被害状況

捕獲許可件数

鳥獣名 被害農林水産物

R3年度 R4年度 R5年度

４ 鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律第32条の規定による補償に関する事項

当該特別保護地区内に鳥獣の生息及び繁殖に必要な施設を設置することにより損失を受けた者に対

しては、通常生ずべき損失を補償をする。

５ 道指定鳥獣保護区特別保護地区の指定及び維持管理に関する事項

(1) 特別保護地区用制札 ５本

(2) 案 内 板 １基

６ 指定計画書添付書類

(1) 道指定鳥獣保護区及び特別保護地区位置図、区域図及び林班図

(2) 道指定鳥獣保護区及び特別保護地区面積内訳表（別紙１）

(3) 林小班面積別内訳表

(4) 関係地方公共団体の首長・利害関係人名簿（別紙２）

(5) 関係地方公共団体・利害関係人との調整結果調書（別紙３）

(6) 農業振興地域との調整調書（別紙４）


